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部下の責任にする上司
　皆さんの会社や職場の上司は、未達成の

責任を部下に押し付けていないだろうか。

「なぜ計画したのにできていないのでしょ

うか」とお聞きすると、「部下がきちんと

取り組んでいなかった」とか、「やってい

るという報告は受けていたが、口ばかりで

蓋を開けてみると全くできていなかった」

というように、いかにも部下が悪いという

ような言い方をされる方がある。さらにひ

どい例になると、部下の能力不足を嘆く責

任者もある。

　このような人を上司に持つ部下には、当

然それなりの言い分がある。「もともとでき

もしない計画を立てて、やれという指示だ

けだ」とか、「できないなどと言えば、なぜ

できないのかという追及の嵐」だとか、「社

長が言っていることなので、まさかできな

いとは言えないでしょう」というように、

本当はできないと思っていても、それを言

い出せなかったり、困難にぶつかっても相

談できずにそのままになってしまったとい

うように、そこにはそれなりの理由がある。

活力に大きな差

　このような企業や職場は、間違いなく不

満が蔓延している。陰で上司への不満や上

司の能力不足を指摘する声が聞かれること

も多い。新たなことに挑戦しようとか、何

としても達成しようと努力している姿では

なく、「なぜできないのか報告せよ」と言

われてそのレポート作成に時間をとられて

いるという例さえある。当然のことだが、

このような職場は静かで暗い。やらされ感

で蔓延している。

　逆にこの会社は活気があるなという企業

は、言いたいことが言え、上司は真摯にこ

れらの意見に耳を傾ける姿勢がある。また

共通の目標に対して皆が積極的に知恵を出

し合って取り組む姿勢がある。実現するた

めに意見を聞いたり言ったりするので、自

ずと声も大きくなる。賑やかで皆の活力が

伝わってくる。このような企業や職場は、

皆の知恵を集めることで、確実に目標を実

現させている。

上司の姿勢一つで風土は変わる
　ところで、沈滞した雰囲気の企業も、社

長や職場の上司が代わるだけで大きく変わ

る。

　以前からよく存じ上げている方が、ある企

業の新社長に就任され、落ち着かれた頃を見

計らって訪問したのだが、以前の重苦しい雰

囲気が一転して、ものすごく明るくなってい

たのだ。案内して下さった方は以前から存じ

上げている方だが、その方の顔付きも違う。

これが同じ企業だったのかと思うほど、雰囲

気が変わっていたのだ。

　気さくに話しができ、社長はいかに皆に力

を出してもらうかという姿勢で臨まれてい

た。やれないのを叱責するのではなく、どう

したらやれるかという視点で意見を聞き、困

難な事項に対しては自ら手を打つことで、や

れるように持っていく。実際、担当者の問
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題にしていたのでは難しいこともある。そ

れらを吸い上げ、やれるようにどう手を打

つかを考えるのが、長の仕事ということだ。

未達成は長の責任
　すなわち、未達成は長の責任以外の何物

でもないということだ。部下の責任にして

いる企業や職場では計画の達成は難しい。

部下では対応が難しい問題は、その長が適

切に対応する必要があり、いかに実現でき

るようにするかが長の役割に他ならない。

実際、難しい問題に突き当たっても、すぐ

に報告、相談があればタイミングを逸する

ことなく対策も打てる。また、計画策定段

階でも具体的なアイデア検討段階でも皆が

知恵を出せる企業は、確実に実現すること

が可能となる。そのベースは、すべての責

任は長にあるという姿勢だ。

　ところで、皆さんの企業、皆さんの職場

はどちらのパターンだろうか。未達成を部

下の責任にして責任回避すればするほど、

部下からの信頼を無くすだけで、達成すべ

き計画も未達になる可能性は高くなる。長

としての職責を有する人は、常に最終の責

任は自分にあると自分自身に言い聞かせ、

その姿勢を貫くこと。それが部下からの信

頼を高め、活力ある企業、職場に変えるこ

とにつながるのだ。今一度、長の職にある

方は、部下の責任にするような言動をして

いないか自問自答してみてはどうだろうか。

【第6面から続く】

　3 月 1 日のドルバーツは 31・

50 近辺で取引を開始した。アジ

ア時間はタイが休日だったこと

もあり方向感にかける展開だっ

たが、NY 時間にトランプ米大統

領の「鉄鋼に 25％、アルミに

10％の輸入関税を課す」との発

言が伝わると、貿易戦争の懸念

が強まりドルバーツは 31・40 近辺まで下

落する。

　2 日にはタイ商業省が発表した 2 月消費

者物価指数が前年同月比 0・42％と市場予

想（前年同月比 0・70％）を大幅に下回っ

たことを受け、一時 31・50 台まで反発す

るも、その後はドル売り圧力が強まり 31・

40 台前半まで下落した。

  週明け 5 日は、トランプ米大統領がカナ

ダとメキシコに対して「公正な NAFTA が署

名されれば、鉄鋼とアルミへの関税は解除

する」と発言したことを受け株式市場を中

心にマーケットは反発。しかしながらドル

バーツの戻りは鈍く 31・40 台前半で上値

重く推移した。

  6 日には、「輸入関税実施の場合には米国

家経済会議のコーン委員長が辞任する」と

の報道を受けて米政権の通商政策への

警戒感が高まると、ドル売り優勢の展

開となりドルバーツは 31・20 台後半

まで下落。7 日のドルバーツは材料難

から、31・30 近辺で揉み合う展開となっ

た。

ドルバーツは上値の重い展開が継続か

　為替相場はトランプ米大統領が発表

した米国の輸入関税に関する報道に振

らされる展開が続いている。米通商政

策については、7 日にトランプ政権の

中で国際協調派だったコーン米国家経

済会議委員長が辞任を発表したことを受

け、保護主義政策に拍車かかるとの見方が

強まっている。近日中に発表される輸入関

税の内容次第では EU や中国などが報復関

税を課す可能性もあり、仮に貿易戦争に発

展するような事態となればドル安の流れは

加速する可能性が高い。

　タイ経済に目を転じると、輸出に牽引さ

れる形で経済は順調に拡大している。構造

的な経常黒字と海外投資家からタイ債券市

場への資金流入は継続しており、これから

タイの旧正月であるソンクランに向けて海

外からの観光者が増加することを考える

と、バーツ買い圧力は当面続く可能性が高

い。こうした状況を踏まえると、ドルバー

ツの上値が重い展開はしばらく継続すると

考えている。　　　　　（3月7日午後5時）
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